トラディティオ･レギス（法の授与）図再考 : ミラノ、サンタンブロジオ教会蔵、スティリコの石棺を巡る考察 by 山田 香里 & Kaori Yamada
95－　　－
はじめに
1. スティリコの石棺
　（1）石棺前面
　（2）石棺背面
　（3）石棺両側面
　（4）石棺蓋
2.「トラディティオ・レギス（法の授与）」図
3.「天上のエルサレムにおけるキリストと使徒たちの集会」図
4. まとめ
はじめに
　ミラノ、サンタンブロジオ教会堂の説教壇下に置かれている通称スティリコの石
棺 (2) は、4 世紀後半製作の城門型石棺で、棺身の前面には「トラディティオ・レギス（法
の授与）」図（以下 TL 図）、背面には「使徒たちの集会」図が描かれている。これら
の 2 主題は、4 世紀後半に好まれた寓意的なモティーフであり、キリスト教美術が聖
書物語表現以外に獲得した新しい表現であった。この図像選択はそれまでの葬礼美術
に特徴的であった牧歌的な彼岸風景でなく、「城門」を背景に持った都市の表現であっ
た。キリストの荘厳さを強調するこれらの図像は、本来個人の救済を願う葬礼美術と
は相容れないものである。本論では TL 図、「使徒たちの集会」図を有したこの石棺
の図像構成の成立に関して考察するものとする。
トラディティオ･レギス（法の授与）図再考
ミラノ、サンタンブロジオ教会蔵、スティリコの石棺 (1)を巡る考察
山  田　香  里
（1）本論中で引用する石棺につける番号は以下のカタログ番号によっている :Rep.1 = G. Bovini, H. 
Brandenburg, F.W. Deichmann, Repertorium der christlichen-antiken Sarkophage, Bd. 1, Rom und Ostia, 
Wiesbaden, 1967; Rep. 2 = J. Dresken-Weiland, H. Brandenburg, Repertorium der christlichen-antiken 
Sarkophage, Bd. 2, Italien mit einem Nachtrag Rom und Ostia, Dalmatien (Museen der Welt), Mainz, 1998; 
Rep. 3= B. Christern-Briesenick, Repertorium der christlichen-antiken Sarkophage, Bd. 3, Frankreich, Algerien, 
Tunesien, Mainz, 2003; WS= G. Wilpert, I sarcophagi cristiani antichi, Città del Vaticano, 1929/1936.
（2）スティリコの石棺に関する文献は基本的なものだけでも多岐にわたる。Rep2, p.58 を参照のこと。
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1. スティリコの石棺
　ミラノ、サンタンブロジオ教会蔵のスティリコの石棺（Rep. 2-150）は、高さ 170
センチ、幅 230 センチ、奥行き 150 センチ、大理石製の大型石棺である。386 年に建
設された旧サンタンブロジオ教会堂内に最初から安置されていたものと考えられ、18
世紀以降テオドシウス皇帝の側近である軍人、スティリコの名前を冠して呼ばれてい
る。ただ、スティリコその人が被埋葬者ではなく、被埋葬者は不明である。現在の所
蔵場所であるロマネスク様式の現サンタンブロジオ教会堂内の説教壇下に置かれた
際、蓋が前後逆に間違って置かれてしまった (3)。従って、本来前面にくるはずの蓋の
立ち上がり部分が、現状では背面に存在する。装飾の特徴としては、全ての面の背景
に城門の表現を有する城門型石棺である。
（1）石棺前面（図 1）
　石棺前面中央には、小高い丘の上に有髭、長髪のキリストが立つ。テュニカとトー
ガをまとい、右手を挙げ、左手には開かれた巻物を持っている。この巻物を観者から
見てキリストの右に立つ十字架を肩に担いだ使徒ペテロが受け取っている。キリスト
の左側にはパウロが立ち、キリストに向かってアクラマティオと呼ばれる賞揚のポー
図 1　ミラノ、サンタンブロジオ教会蔵、スティリコの石棺、
前面（写真はヴァティカン博物館、ピオ・クリスティアーノ美術館蔵のレプリカ）
（3）現在は説教壇下に置かれ、周囲には柵がめぐらされているため、論文中のこの石棺の写真は全てレプ
リカを撮影したものである。
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ズをとっている。この 3 人は「トラディティオ・レギス」図を構成している（後述）。
3 人の両側には 5 名ずつの立像男性がおり、いずれもキリストの方を向いている。彼
らは中央 2 人の使徒と合わせて 12 使徒像を構成していると思われる。キリストの足
元では死者夫妻と思われる男女がひざまずいている。石棺前面の下方には、細い帯状
の区画がある。中央にはこの帯状区画を突き破る大きさの、大型の羊がおり、その両
側には 6 頭ずつ計 12 頭の羊が配されている。12 頭の羊は石棺両端に描かれた城門か
らそれぞれ出てきて中央の大型の羊に向かって歩んでいる。この大型の羊は上方区画
のキリスト像の真下に描かれており、キリストを表現した羊（神の小羊）であると考
えられる (4)。
（2）石棺背面（図 2）
　一方、石棺背面も上下二つの区画に分けられており、下方には帯状の区画が設けら
れているが、そこにはぶどう綱文様が描かれている。上部区画の中央には、小高い丘
の上にに無髭長髪のキリストが座す。彼は左手に開かれた冊子本を持ち、右手は語る
ポーズをとっている。その姿は、トゥニカ、トーガの衣服の纏い方をみても、右足が
左足より高い位置に置かれるその座り方をみても、当時の異教葬礼美術にしばしば描
（4）羊の行列図に関しては、拙論 Kaori Yamada, Teorie di ovini nei monumenti paleocristiani di Roma dalle 
origini al sesto secolo, tesina di licenza al pontiﬁcio istituto di archeologia cristiana, anno accademico 1995-96.
図 2　図 1 の背面
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かれていた哲学者像の表現方法を踏襲していることは明白である (5)。キリストの両側
には座像の使徒たちが 6 名ずつ、計 12 名描かれており、「使徒たちの集会」図を構成
していると思われる（後述）。容貌表現からキリストの右に座している人物像がペテロ、
左がパウロであると考えられる。使徒たちのうちの何人かは閉じた巻物や開かれた巻
物を手にしている。キリストの足元には、石棺前面同様、死者夫妻像と思われる男女
像、キリストを表現している小羊像が描かれている。
（3）石棺両側面（図 3,  4）
　石棺の両側面にも背景として城門が描かれている。石棺右側側面には、左端にぶど
う綱文様で飾られた角柱が置かれている。その右側には「アブラハムによるイサク犠
牲」が描かれる。「イサク犠牲」の右側には 4 人の立像の男性像が描かれている。右
から二人目の人物が開かれた冊子本を、三人目の人物は閉じた巻物を手にしている。
これらの人物像が誰であるかは不明だが、4 人のうち少なくとも右側の 3 名の動きは
右方向（石棺背面）へと促されており、あたかも「使徒たちの集会」にやってきた人
物像であるかのようである。
（5）H.-I. Marrou, MOYCIKOC ANHP. Étude sur les scènes de la vie intellectuelle figurant sur les monuments 
funéraires romains, Grenoble, 1938.
図 3　図 1 の右側壁面
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　石棺左側側面には、いくつかの聖書物語場面が配されている。右端より「モーセへ
の律法の授与」、「ノアの箱舟」、「エリヤの昇天」が描かれている。エリヤが乗る馬車
の 4 頭の馬の下のスペースには、「アダムとイブ」が小さく描かれている。また、エ
リヤの周辺には、3 名の立像の男性像が描かれている。
（4）石棺蓋（図 1,  2,  3,  4）
　石棺の蓋にも、4 側面すべてに彫刻が施されている。蓋の背面の左右両端には人面
表現が配されており、この 2 つの顔の間に設けられた細長い区画には、渦巻き文様が
施されている。
　蓋の前面中央には、有翼で衣服を身につけていないプットー（エロース）様の人物
像が死者夫妻像のイマゴ・クリペアータを両手で支えている。死者夫妻像のうちの男
性像の身につけている衣服は、軍人のそれで、石棺前面でひざまずく男性像の衣服と
同じである。イマゴ・クリペアータの右側の区画には、「東方 3 博士による聖母子礼
拝（マギの礼拝）」図が配される。蓋の右端には左側を向いて座す聖母子が描かれ（キ
リストの頭部は失われている）、同様に頭部を失った 3 人のマギが左から歩み寄って
いる。マギと聖母子の間には、1 人の男性像が置かれている。イマゴ・クリペアータ
の左側の区画では、ある人物の肖像を中心に右に 3 名のフリュギア帽をかぶった人物
図 4　図 1 の左側壁面
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像が、左側に 2 人の男性像が描かれている。これは、ダニエル書に記された物語で、
3 人のヘブライ人の若者がネブカドネザル王の肖像を称揚することを拒んでいる場面
である。
　蓋の左右側面は三角形の区画になっている。左側面には、中央に植物綱に囲まれた
キリストのモノグラム（XP タイプ）が置かれている。モノグラムの左右を鳩が囲み、
その左右にアルファとオメガの文字が配されている。モノグラムを囲む植物綱からは
リボンのようなものが両端へ向かって伸び、リボンの両側には、1 羽ずつ、計 2 羽の
鳩が両端を向いている。彼らは両側に描かれた果物籠の中身をついばんでいる様子で
ある。
　蓋の右側面には中央に、寝台に頭を左にして横たわる人物が描かれており、これは
イエスの誕生場面であると考えられている。寝台の左には牛が、右には馬が、イエス
に向かって伏せている。彼らの両側には、左側面と同様に、画面両端に描かれた果物
籠の中身をついばむ鳩が 1 羽ずつ描かれている。
　以上のように、スティリコの石棺には、棺身のみならず蓋のすべての面に装飾が施
されている。本論では、特に前面の TL 図と背面の「使徒たちの集会」図に注目して、
論考を進めていくことにする。
2.「トラディティオ・レギス（法の授与）」図 (6)
　「トラディティオ・レギス（法の授与）」図は、小高い丘に立ち開かれた巻き物をペ
テロに手渡すキリスト、十字架を背負いこれを受け取るペテロ、キリストを賞揚する
パウロの 3 人で構成される図像である。この基本的な表現に加えて周囲に複数の使徒
像、使徒を表象する羊たちの行列、キリストを表現する神の小羊像、なつめやしの木、
フェニックスなどのモティーフを伴う作例も多い。4 世紀後半の限られた時代にロー
マ文化圏でのみ制作されていたことも特徴である。この図が描かれている対象は、ロー
マのコンスタンティナ廟堂北側小アプシスのモザイクのような地上建造物内部壁面と
いった大型のものから、黄金彩画ガラスといった小作品例まで多岐にわたり、さまざ
（6）トラディティオ・レギス図に関する文献は非常に多いので、個別作例研究を除いて基本的なもの
を 以 下 に 挙 げ る。W. N. Schumacher, "Dominus Legem Dat", in RömQuart., 54(1959), pp. 137-202; M. 
Sotomayor, Über die Herkunft der "Traditio legis", in RömQuart., 56(1961), pp. 215-230; C. Davis-Weyer, Das 
Traditio-Legis-Bild und seine Nachfolge, in Münchner Jahrbuch der bildenden Kunst, 12(1961), pp.7-45; Y. M. 
J. Conger, Le thème du <don de la Loi> dans l'art paléochrétien, in Nouvelle revue thèologique, 94(1962), pp. 
915-033; P. Testini, Gli apostoli Pietro e Paolo nella più antica iconograﬁa Cristiana, in Studi Petriani, Roma, 
1968, pp. 105-132; F. Nikolasch, Zur Deutung der "Dominus- legem- dat" Szene, in RömQuart., 64(1969), pp. 
35-73; P. Franke, Traditio Legis und Petrusprimati, in Vigiliae Christianae, 27(1973), pp. 263-271; K. Berger, 
Der Traditionsgeschichtliche Ursprungs der <Traditio legis>, in Vigiliae Christianae, 27(1973), pp. 104-122; Y. 
Christe, Apocalypse et Traditio legis, in RömQuart., 71(1976), pp. 42-55; B. Snelders, The traditio legis on early 
Christian sarcophagi, in AnTard., 13(2005), pp.321-333.
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まな形態の作例に描かれている (7)。
　TL 図に関する研究は、従来はその意味内容を神学的な視点から捉えるものが主流
であった。法を授与する、というテーマは元来、公的な芸術に描かれてきたものである。
皇帝が高位の行政官を属州に派遣するとき閉じた巻き物を渡すことで、皇帝の権威の
委譲を行った。その際、行政官はキュラミスの袖の下に手を入れて、これを受け取った。
有名なテオドシウス皇帝のミッソリウムには、まさにこの宮廷内の儀式場面が忠実に
再現されているといっていい (8)。このミッソリウムの表現と TL 図のキリスト、ペテ
ロ、パウロの 3 人図像の表現は非常に類似しており、TL 図は、この皇帝美術の表現
を借りて描かれたものであることは疑いの余地がない (9)。テオドシウス帝のミッソリ
ウムの表現が、実際の宮廷内の儀式場面を図像化したものであるのに対し TL 図は寓
意表現であると考えられ、4 世紀前半までのキリスト教美術の図像レパートリーとは
異なり、聖書にその表現の起源を求めることが出来ない。近年の石棺工房研究などに
より、石棺の年代設定に関して新しい説が加わり、TL 図を有する作例の現存する最
初期の作例としては、サン・セバスティアーノのカタコンベ蔵の石棺（Rep. 1-200 列
柱型石棺）、ピオ・クリスティアーノ美術館蔵の石棺（Rep. 1-28 フリーズ型石棺）、ヴァ
ティカンのサン・ピエトロ教会蔵の石棺（Rep. 1-676 列柱型石棺）などが挙げられ、
これらはいずれも 375-380 年の製作と考えられている (10)。一方、ローマのコンスタン
ティナ廟堂北側小アプシスのモザイク (11) は、考古学的な観点から石棺浮彫の作例群
よりも時代が遡る 360 年ごろの制作と考えられる。恐らく、最初の TL 図が描かれた
のはこれより遡る教会の平和以降、4 世紀中頃に近いときのことであろう。TL 図が
誕生した頃の教会は、コンスタンティヌス帝による教会の平和後、ドナティズム論争
やアレイオス論争など神学的な論争が顕著になった時代である。教皇リベリウスに対
抗して対立教皇フェリクス 1 世がたつなど、教会組織の根幹を揺るがすような出来事
もあった。こうした状況下、ローマの初代教皇とされるペテロにキリストの権威を委
（7）作例のリストは Snelders2005, p. 325 に最新のものが示されている。石棺が 29 作例、モザイクが 2、フ
レスコ画が 1、その他の小作例が 9 例の全 41 作例である。
（8）A. Grabar, L'età d'oro di Giustiniano, Paris, 1966, ﬁg. 351. テオドシウス皇帝のミッソリウムは 388 年の作
例と考えられている。
（9）ペテロのとるアクラマティオのポーズは、元々皇帝を賞揚するための表現である。皇帝美術のキリ
スト教美術への影響に関しては A. Grabar, L'empereur dans l'art byzantin : recherches sur l'art officiel de 
l'Empire d'Orient, Paris, 1936.
(10) Snelders2005, p.325, nota13 石棺の年代決定は難しく Snelders は Stutzinger や Immerzeel らの研究に基づ
いて TL 石棺を年代順に並べている。いずれにせよ、ラヴェンナ工房の石棺作例を除けば、その殆ど
が 375年から 400年にかけての 25年の間に製作されたものと位置づけられている。Immerzeelの研究は、
出版されておらず未見である。M. Immerzeel, De sarcofaagproductie rond 400. Het westelijke Middellandse- 
zeegebied, unpubl. Diss., Leiden University,1996.
(11) J. Wilpert- W. N. Schumacher, Die römischen Mosaiken der kirchlichen Bauten vom IV. –XIII. Jahrhundert, 
Freiburg, 1916/1976, pp. 328-330, tavv. 101-106; 辻佐保子編「世界美術大全集 7 西欧初期中世の美術」図 5、
解説 371 頁（名取四郎）；名取四郎「コンスタンティナ廟堂の北側小アプシスのモザイク―「トラディ
ティオレギス（法の授与）」図を巡って」、『別府大学紀要』18 号（1977 年）、10-39 頁。
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譲する図と解釈できる TL 図が誕生したのである。多くの研究者が、この TL 図は当初、
ヴァティカヌスの丘に建てられた聖ペテロを記念した殉教者記念教会であるサン・ピ
エトロ教会のアプシスのコンカを飾るモザイク壁画に描かれたものであると主張して
いる (12)。この立場に基づく場合、TL 図はサン・ピエトロ教会の主である初代教皇ペ
テロへの、キリストからのその権威の委譲という側面が強調して解釈される (13)。一方、
シューマッハー以降の研究では、この図像が皇帝の権威を表現する表現に由来してい
ること、また周辺への黙示録的モティーフの多用から、終末時の再臨のキリストの顕
現という性格を強調する解釈が主流となっている (14)。ニコラッシュはさらにこの図
像の持つ終末的な意味合いを強調している。一方、前世紀末、ラスムッセンがテサロ
ニキのビザンティン文化博物館蔵の銀製聖遺物箱の研究から再度、TL 図の議論に火
をつけた。近年スナイデルは、TL 図を石棺の構成から論じている。
　石棺に描かれている TL 図は、1 例（Rep. 3-642）を除き、全ての作例で石棺の前面、
中央に配されている。そして、断片の作例、キリストが坐像の作例を除き、全ての作
例でキリストは「天国の丘」の上に立つ。従ってこれは TL 図の基本的な構成モティー
フであるといえそうである。この丘を描くため、時としてキリストが足元に丘のな
い 2 使徒よりも小さく描かれてしまう場合がある。そこで、列柱型石棺の場合、中央
のキリストを画面の枠を突き抜けて大きく描くことでこの問題を解決した (Rep. 3-53)
(12) このように考える論拠として、ヴェネツィア、考古学博物館蔵のサマゲールの聖遺物箱の存在が挙げ
られるだろう。この象牙製聖遺物箱の四側面には、実在した主要な教会堂の内部が再現されて描かれ
ているとされ、その一面がサン・ピエトロ教会堂の内部である。また、蓋には TL 図が描かれている
ことを考えると、それがサン・ピエトロ教会の内部に描かれていたものと考えることもできるという
のである。ただ、サン・ピエトロ教会堂の初期のアプシスモザイクが TL 図でない、と主張する研究
者（Testini など）がいることにも留意しておきたい。
(13) また、369 年の教会会議においてローマ司教の首位権が明言されたことを考えると、初代ローマ司教
ペテロへのキリストの権威の委譲という説の正当性は強化されることだろう。ローマ教会としては、
369 年以前は首位権を主張したい状況にあり、それが TL 図に反映された、というのである。
(14) 石棺上の TL 図には実際、キリスト、ペテロ、パウロの三人図像の他には、黙示録に登場する神の子
羊や天国を流れる川、なつめやしの木、フェニックスといったモティーフが描かれている。また、TL
図の下部にはしばしば、二都市から進み出る羊たちの行列が描かれている。これら終末論的モティー
フに注目した場合、顕現図としての意味合いを強調した解釈も納得できる。一方、この図像が特にロー
マで好まれたという事実に注目すれば、ペテロへの権威の委譲という点は無視できないことであろう。
図 5　アルル、考古学博物館蔵、石棺（Rep. 3-53）
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（図 5）。キリストを他の人物像よりひときわ高く描く画面構成は教会堂のアプシス、
コンカの湾曲した壁面に描かれた TL 図に通じるものがある。それゆえ、この図像は
元々、教会堂アプシスに描かれていたものが、石棺上に描かれるようになったと考え
られる。また、殆どの場合、TL 図が石棺中央に描かれているのは、スナイデルによ
れば石棺の構成上の問題であるという。4 世紀前半までのフリーズ石棺や波状紋（ス
トリギリス型）石棺などでは石棺中央モティーフはオランス像、「ライオンの穴のダ
ニエル」、「パンの増加の奇跡」などの人物像表現が主であった。それが、4 世紀後半
に石棺上の構成の主眼がよりシンメトリカルなものへと移行した結果、キリストを頂
点とした 3 人図像である TL 図が好まれる結果となった (15)。4 世紀中頃に登場する一
連の受難石棺の中央に描かれる勝利の十字架表現 (16) も、同様の理由で好まれている。
スナイデルはさらに、勝利の十字架石棺（Rep. 3-412）（図 6）と TL 図を有する列柱
型石棺（Rep. 1-58）（図 7）を比較している。両方とも列柱型石棺で、石棺前面は 5
つの区画に区切られており、中央区画を除いて左の 2 区画に「洗足」、「ペテロの逮捕」、
右の 2 区画には「ピラトの前のキリスト」が配されている。中央の主題が Rep. 3-412
では「勝利の十字架」であり、Rep. 1-58 では TL 図となっている。Rep. 1-58 の TL 図
を観察してみると、ほかの区画の人物像に比べて、ペテロ、パウロが非常に小さく描
かれている。これは、スナイデルによれば勝利の十字架の下に描かれる 2 兵士の図像
(15) Snelders 2005, p. 330.
(16) 名取四郎、「初期キリスト教美術におけるアナスタシスの十字架」、『芸術学論叢』（別府大学美学美術
史学会）、2（1979）、27-42 頁。
図 6　ニーム、サン・ボーディユ教会蔵、石棺（Rep. 3-412）
図 7　ヴァティカン博物館、ピオ・クリスティアーノ美術館蔵、石棺（Rep. 1-58）
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を踏襲しているからである (17)。恐らく、勝利の十字架石棺ではこの中央モティーフ
は変更可能なものであり、TL 図へと変更された結果が Rep. 1-58 石棺であるのだとい
う。つまり、この時代、図像の意味よりも構成により注意が払われていたというので
ある (18)。しかし、初期の TL 図をみると（Rep. 1-200 や Rep. 1-676）、列柱型石棺であ
りながら TL 図は中央の区画だけでなく、更に左右の 2 区画へと広がっている。これ
は、初期の石棺がフリーズ型石棺の表現方法に影響されているからである (19)。また
一方、4 世紀後半には石棺の 1 面に 1 表現をするという石棺構成上の流行があり、こ
の時期に登場したのがスティリコの石棺である (20)。ここでは、3 人図像の TL 図に 10
人の使徒を加えて、12 使徒によるキリスト賞揚をも表現し、キリストの権威づけを
行っている。
　さて、TL 図は 4 世紀後半のみの限られた時代の図像だが、6 世紀のローマ、サンティ・
コスマ・エ・ダミアーノ教会堂のアプシス図像のように、明らかに TL 図を踏襲した
図像が多数存在する。そこでは、凱旋門型壁面に「24 人の長老たちによる小羊礼賛」
図や、黙示録の四つの生き物に冊子本を持たせた四福音書記者像、7 つの燭台、玉座
に座す小羊像が描かれ、より終末論的な意味合いが強調された図像になっている。同
じ表現が 9 世紀ローマのサンタ・プラッセーデ教会堂のアプシス壁画などに受け継が
れていく (21)。これらアプシスに描かれたキリストは、顕現のキリスト像である。こ
の TL 図の図像・画面構成の発展の様相を見ていくと、その原点にあるのは教会堂ア
プシス、コンカを飾るための図像である。皇帝美術の表現形式を借りながら、キリス
トの権威を強調している。この TL 図が、それまで死者の救済を願う図像が描かれて
きた石棺上に描かれるようになったのである。
3.「天上のエルサレムにおけるキリストと使徒たちの集会」図 (22)
　スティリコの石棺の背面には、所謂「使徒たちの集会 collegio apostolico」図が描か
(17) Snelders 2005, p. 331.
(18) さらにこの中央モティーフとなり得るシンメトリックな画面構成が、TL 図が特に石棺浮彫上に多く描
かれた理由であるとする。
(19) Davis-Weyer1961.
(20) Snelder 2005, p. 329.
(21) 全く同じ図像がほかにローマの、サン・マルコ教会堂、サンタ・チェチリア・イン・トラステーヴェ
レ教会堂のアプシス壁画に残されている。
(22) 「使徒たちの集会」図は TL 図と異なり、カタコンベの壁画の作例が主である。以下にカタコンベの作
例を挙げておく。カタコンベの墓室番号は A. Nestori, Repertorio tpografico delle pitture delle catacombe 
romane, Città del Vaticano, 1993=Nr による。またカッコ内の番号は G. Wilpert, Le pitture delle catacombe 
romane, Roma, 1903=WP の図版番号である。①ドミティルラ Nr18（WP 155-2）、Nr33（WP 22-1）、Nr39（WP 
126）、Nr 47（WP 148-2）、Nr 74（WP 193）②サンテルメーテ Nr 6(WP 152)、③マイウス Nr 17（WP 
170）、④マルコ・エ・マルチェリアーノ Nr 4（WP 177-1）、Nr 7（WP 177-2）、⑤ピエトロ・エ・マルチェリー
ノ Nr 17、⑥ポンツィアーノ Nr 8（WP 225-2）、⑦サンタ・テクラ Nr 3、⑧ヴィア・アナポ Nr 8、⑨ヴィ
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れている (23)。
　キリストが使徒たちの間に座す、という図像は、葬礼美術の中で迫害期であるデキ
ウス帝、ディオクレティアヌス帝治世下の 3 世紀半ばから後半に誕生したといわれて
いる (24)。「使徒たちの集会」図の最初の形態は、カテドラに座すキリストの両側に使
徒たちも座像で表現されているもので、天上の集会 (25)、あるいは使徒たちの間にい
る「教師キリスト」といった表現があてはまるような、素朴な表現であった。ヴィア・
アナポの無名のカタコンベにおけるフレスコ壁画では「教師キリスト」像がいわゆる
語るポーズをとって座っている (26)。キリストの両脇には 12 使徒が座し、キリストと
同じポーズをとっている。このキリストのポーズや服装は、元来異教葬礼美術に好
まれた哲学者像を模したものであり (27)、「使徒たちの集会」図は真の哲学者キリスト
像、「教師キリスト」像表現から発展したものであると考えられている (28)。教師キリ
スト像の周囲に描かれた使徒像の列が、キリストを権威づけていると考えられ、同様
の権威図像はまた、葬礼美術と同時代に制作された皇帝美術表現にもみられるもので
ある (29)。教会の平和以降、キリスト教図像は勝利の側面が強調されていく。4 世紀を
通じて、象徴的な要素が豊かになり、天上の集会という本来の「使徒たちの集会」図
ヴィジョンが修正されていくことになる。キリストは座像であっても、使徒たちが立
ち上がったり (30)、皇帝美術における臣下表現のように使徒たちがキリストに向かっ
てアクラマティオのポーズをとったりする場合もある (31)。もともと、「使徒たちの集
会」図はキリストの真の哲学者・教師キリストという性格を強調した表現であったの
が、キリストの荘厳さを表現することへ力点が移っていくのである。カタコンベ内の
「使徒たちの集会」図は、当初、墓室のリュネッタ等に描かれることが多かったが、4
ア・ディーノ・コンパーニ Nr 1、以上 14 作例である。また、「キリストと使徒たちの集会」図表現に
関しては Grabar1936, pp. 207sgg.; Testini1963, pp. 235sgg. などに詳しい。
(23) 12 人の使徒を伴った「使徒たちの集会」図の石棺浮彫の作例は多くはない。WS34-1、WS34-2、WS34-3（コ
ンコルディウス石棺）、WS43-5 などが挙げられるが、いずれも列柱型石棺である。コンコルディウス
石棺では、キリストが持つ冊子本に Dominus legem dato（主は法をあたえる）と記されており、天上
の集会と法の授与という二重の意味を持った表現であると考えられる。
(24) Testini, 1963, p.235, p.277.
(25) 天上の集会、すなわちキリストが天上の神の国に 12 使徒とともに現れるという概念は、終末論的なコ
ンテクストの中で新約聖書の中に現れる。マタイ 19:28、ルカ 22:30。
(26) J. G. Deckers, G. Mietke, A. Weiland, Die Katakombe "Anonima di Via Anapo": Repertorium der Malereien, 
Città del Vaticano, 1991, farbtafel, 5.
(27) 異教の哲学者像は閉じた巻物を持つのが通例であるが、教師キリスト像は冊子本を持つのが通例であ
る。
(28) Testini, 1963, p. 277.
(29) Testini, 1963, p. 235 特に帝国の危機の時代、皇帝の権威を表現するために利用された表現がそれにあた
る。テサロニキのガレリウス帝凱旋門、上から三段目の区画や、ローマのコンスタンティヌス帝凱旋門、
イスタンブール、ヒッポドロームのテオドシウス帝オベリスクの基壇の彫刻が例として挙げられる。
(30) Testini, 1963, p. 261, Testini1968, p. 122.
(31) 「使徒たちの集会図」のみならず、中央に TL 図を置いてペテロ以外の使徒がアクラマティオのポーズ
をとったり、勝利の十字架に向かって 12 使徒がアクラマティオのポーズをとるなど、皇帝美術に影響
を受けたさまざまな作例が挙げられる。
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世紀の終わりにはカタコンベの壁画にも教会堂アプシスのコンカを飾るのにふさわし
いような、荘厳のキリスト像を表現した「使徒たちの集会」図像が登場する (32)。例
えば、ドミティルラのカタコンベ 39 や 74 墓室（図 8）では、カタコンベの墓室の構
造そのものがモニュメンタルなものになっている。従来の単純な方形のクビクルム（墓
室）ではなく、六角形やその変形ともいえる形体の広い墓室となっている。そして内
部には、教会堂に見られるようなアプシス、コンカ型の壁面が設けられており、地上
の教会堂の構造をカタコンベという墓所の構造の中に取り入れようと腐心しているこ
とが伺える。墓所の構造が、教会堂のそれを踏襲するのと同時に、描かれている「使
徒たちの集会」図も元来の教えを授けるキリスト像の素朴な表現からは離れて、キリ
ストの権威を強調するそれへと変化しているのである。そして、同時代に、「使徒た
ちの集会」図の初期の図像と同様に使徒たちが座像で描かれるタイプであるスティリ
コの石棺が登場する。同時代のほかの作例としては、ミラノのサン・ロレンツォ・マッ
ジョーレ教会堂内サンタキリーノ礼拝堂小アプシスの壁画 (33) やローマのサンタ・プ
デンツィアーナ教会堂アプシス壁画（図 9）など、地上の教会堂に施されたモザイク
(32) ポンツィアーノのカタコンベ、Nr8; ドミティルラのカタコンベ、Nr74(WP193)。 また、アプシス周辺
の壁面、凱旋門型壁面に類似した、アルコソリウム手前上部の壁面に描かれる例も多い。ドミティル
ラ Nr33(WP225-1)、サンテルメーテ Nr6(WP152)、ヴィア・ディーノ・コンパーニ Nr1。
(33) J. Wilpert-W. N. Shumacher, 1916/1976, pp. 302-303, tav. 6; 辻佐保子編、前掲書、図 7、解説は 372 頁（名
取四郎）。
図 8　ローマ、ドミティルラのカタコンベ Nr79
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壁画が挙げられる。前者は、皇帝の私的な教会堂として建設され、恐らくそれに付随
するこの礼拝堂は元来墓廟であった。無髭で若いキリストは、教えを授ける哲学者と
して描かれ、その足元には巻き物が入ったカプサが置かれている。金地を背景にして
いるが非常に素朴な形の「使徒たちの集会」図である。一方、サンタ・プデンツィアー
ナ教会堂の作例 (34) は、400 年ごろのものと考えられているが、背景には城門の描写
がある。城門の内側には、宝石で飾られた巨大な金の十字架が立つ丘があり、またそ
の他の建造物の描写から、描かれている町は「エルサレム」であると考えられる。虹
色の雲がたなびく空には黙示録の四つの生き物がいる。キリストは有髭で、宝石や金
で飾られた堂々たる椅子に座している。これは明らかに皇帝が座るべき椅子である。
当時の実際の「エルサレム」の情景を模して町の内部を描いているのだが、彼らが座
している場所は、終末時に到来する天上のエルサレムであろう (35)。このキリストは、
(34) J. Wilpert-W. N. Shumacher, 1916/1976, p. 306, tavv. 19-23; 辻佐保子編、前掲書、図 6、解説は 371 頁（名
取四郎）。
(35) サンタ・プデンツィアーナ教会堂のアプシスモザイクに関する C. Ihm, Die Programme der christlichen 
Apsismalerei : Vom vierten Jahrhundert bis zur Mitte des achten Jahrhunderts, Wiesbaden, 1960. 以降の文献
を挙げておく。G. Matthiae, Mosaici medioevali delle chiese di Roma, Roma, 1967, pp. 56sgg.; G. Bovini , I 
mosaici della chiesa di S. Pudenziana a Roma, in CARB 18(1971), pp.95-113; Y. Christe, La vision de Matthieu 
(Matth. XXIV-XXV), Origines et diveloppement d'une image de la Seconde Parousie, Paris, 1973; E. Dassmann, 
Das Apsismosaik von S. Pudenziana in Rom, in RömQuart., 65(1979), pp. 67-81; E. Engemann, Images 
parousiaques dans l'art paleochretien, in L'Apocalypse de Jean: Traditions exegetiques et iconographiques, IIIe-
XIIIe siecles, Geneve, 1979, pp. 73-107 ; B. Kühnel, From the earthly to the heavenly Jerusalem-Representations 
of the Holy City in christian art of the first millenium, Rom, Freiburg, Wien, 1987, spec. pp. 63-72; F. J. 
Schlatter, The text in the mosaic of S. Pudenziana, in Vigiliae Christianae 43(1989), pp. 155-165; F. J. Schlatter, 
図 9　ローマ、サンタ・プデンツィアーナ教会堂、アプシス壁画
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単に弟子たちに教えを授けているのではない。堂々たる姿で描かれた、終末時に現れ
る再臨のキリストである。
　「使徒たちの集会」図は、異教葬礼美術の哲学者像の表現形式を借りた「教えを授
けるキリスト」像から発展し葬礼美術の範疇で成立した。皇帝美術の表現形式になら
い、この教師キリスト像を権威付ける形で使徒たちの列が加えられ、「使徒たちの集会」
図となったのである。教会の勝利後、カタコンベの墓室構造に地上の教会堂のそれが
持ち込まれ、墓室内部の壁面が複雑になったところへよりキリストの権威を強調した
形の「使徒たちの集会」図が描かれることになった。それが教会堂のアプシス壁画と
して現れたのが、サンタ・プデンツィアーナ教会堂においてであったのである (36)。
4. まとめ
　スティリコの石棺は城門型石棺であり、その背景に城門の描写が選択されていた。
3 世紀後半の石棺浮彫では、牧歌的田園風景描写が多用されており、元来死者の救済
を願う石棺上の表現では、彼岸の世界を田園として描くことが主流であったが、城門
（町）が背景に描かれるようになったことで、従来とは違うコンテクストがキリスト
教葬礼美術に登場したと考えてよい。
　石棺前面に描かれた TL 図は特に、キリスト像の表現方法を皇帝美術に負っている。
背面に描かれた「使徒たちの集会」図のキリスト像は、元々は異教葬礼美術で非常に
好まれた哲学者像 (37) を踏襲して描かれていた。スティリコの石棺では無髭の若い教
師キリスト像タイプが描かれているが、「使徒たちの集会」図でも教会堂モザイク壁
画では、キリストの権威を強調した終末論的意味合いの強い再臨のキリスト像が描か
れるようになる。カタコンベの場合は、地上の教会堂の建築構成を摸して作られた墓
室の中に、キリストの権威を強調した「使徒たちの集会」図が描かれていた。このよ
うに、4 世紀半ばには、地上の教会堂の建築構成、図像表現をカタコンベ内部に再現
しようとすることが求められていた。
　前面の TL 図は、下部に 12 頭の羊の行列を従えており、これはサンティ・コスマ・
エ・ダミアーノ教会堂アプシス壁画などに見られる構成と酷似している。おそらくプ
ロトタイプたる教会堂モザイク壁画が存在し、石棺上にこの教会堂のアプシス壁画の
Interpreting of the mosaic of Santa Pudenziana, in Vigliae Christianae 46(1992), pp. 276-295.
(36) ローマにおける現存最古の教会堂モザイク壁画（400 年ごろ）の作例であり、同様の図像を持つもの
はほかに見当たらない。この時代の教会堂モザイク壁画はその殆どが失われており、また、この教会
堂のモザイク壁画の堂々たる表現から、ほかにも同様の作例があったものと考えられるだろう。
(37) 異教葬礼美術の場合は、死者を哲学者として理想化して描くことが非常に多かった。P. Zanker, Die 
Maske des Sokrates. Das Bild des Intellektuellen in der antiken Kunst, München, 1995 など参照のこと。
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トラディティオ ･ レギス（法の授与）図再考ミラノ、サンタンブロジオ教会蔵、スティリコの石棺を巡る考察
画面構成を再現したのがスティリコの石棺の TL 図であると考えてよいだろう。つま
り、スティリコの石棺の前面、背面に描かれている二つの図（TL 図、「使徒たちの集
会」図）とも、本来は教会堂アプシス、コンカの壁面を飾るのにふさわしい構成の図
像であるといえる。「使徒たちの集会」図は、元来葬礼美術のために誕生した図像で
あるが、「荘厳のキリスト」にふさわしい表現へと変化している。以上のように、スティ
リコの石棺の表現は、教会の平和以降、短期間に建設され装飾されていった教会堂の
内部構成を、葬礼美術へ再現しようとした当時のキリスト教美術の潮流の中にあって
完成したものである。死者の救済を願って牧歌的な彼岸を表現することが主流であっ
たキリスト教葬礼美術の私的な表現が、より公的な性格を持つ教会堂の壁画の影響を
受け、新たな段階へとすすんだことを示す作例であるといえよう。
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